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１．女性メッセンジャーのネットワークを構築し、女性間での協力、情報交換の場を提供する。 
 

２．ＴＰＣでのメッセージを担当すると共に、要請があった場合には、教会、集会への女性 

メッセンジャーの紹介を行う。 
 

３．若手の女性メッセンジャーの育成をする。 

 

 

 

  

 

 

 

 TPC女性メッセンジャーの会 
TPC Woman Messengers (TWM) 
 

 

 

 
１．ＴＷＭメンバーが、お互いの働きに興味を持ち、良い連携が出来るように。 

２．日本に素晴らしい女性メッセンジャーがたくさん、おこされるように。 

３．教会が、地域のコミュニティの中心となるように。 

４．若い働き人がたくさんおこされ、無牧の教会がなくなるように。 

５．日本と世界のリバイバルのために 

 

 
新しい年になりました。今年、神様は、どんな素晴らしい御業を拝させてくださることでしょう。 

神様のなさることは、いつも、私たちが考えもしなかったような素晴らしいことばかりです。 

昨年は、TPCが五周年を迎え、恵みに満ちた感謝礼拝を捧げることが出来ました。また、新しいチャペ

ルも与えられ、多くの皆様にお使いいただいています。 

 

早いもので、TWM も、今年３月で三周年を迎えます。あっという間に、という気持ちと、その間にあっ

た、１つ１つの出来事の重さとが、不思議な対照をなしています。 

 

昨年末から、「ヨルダン川を渡る」ということを、何度となくメッセージや賛美を通して語られています。 

出エジプトをしたイスラエルの民は、エジプトの追手が迫る中、神様からの一方的な恵みによって、葦の

海が割れて、その中を渡りました。しかし、カナンの地を目の前にした時、神様は、まず、川の中に立つ

ようにと語られます。神様を信じて一歩を踏み出すならば、川の水は留まると。 

 

神様は、約束をお忘れにはなりません。ただ、私たちが、神様からいただいた約束を手にするには、信じ

て踏み出す勇気が必要です。皆様にとって、この新しい年が、一歩を踏み出し、神様からの約束のものを

手にする年となりますように、心からお祈り致します。 

 TPC 女性メッセンジャーの会 事務局 

平石加代子 

あなたは契約の箱をかつぐ祭司たちに命じてこう言え。

『ヨルダン川の水ぎわに来たとき、あなたがたは 

ヨルダン川の中に立たなければならない。』 

ヨシュア記３：８ 
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＜事務局より＞ 

本年もよろしくお願いいたします。 
 

各種ご入金や献金は下記の口座にお願いいたします 

（口 座 名） TPC女性メッセンジャーの会  

ゆうちょ銀行からご入金の場合 記号１０１１０ 番号２７９５１５１１  

他の金融機関からご入金の場合 店番０１８（普通）番号２７９５１５１ 

 

 会  長  保田みゆき  

会長代理  朝比奈二三代 

事 務 局  平石加代子  

サポート   所美保  

千代田区神田駿河台 2-1 OCC 404号 

   東京プレヤーセンター内 

TEL & FAX 03-5577-6365 
Mail； info@tpc365.com 

 

（平石Mail；myrtus@mb.infoweb.ne.jp） 

 

 

 

 
１日（日）朝比奈二三代 

（ハウスチャーチぶどうの木 主宰） 

７日（土）クラットワージィー美保 

（OMF(国際福音宣教会) 宣教師） 

８日（日）山田真規子 

（TPC 女性メッセンジャーの会 会員） 

1２日（木）金福伊 

（東京シャローム教会 牧師、東京神学校 教授） 

 

２０日（金）キスト岡崎さゆ里 

（日本基督教団 協力宣教師、久が原教会 担任教師） 

2１日（土）高清水千秋 

（ふじみ野キリスト教会 伝道師） 

２８日（土）石井由紀 

（逗子キリスト教会 牧師） 

 

教会とクラシック音楽 

 

講師：平石太朗 
エシュルンキリスト教会牧師 

＜日  時＞ 1/27  2/24  3/24  4/28  （全４回） 

       全て、第４金曜日 午後７時～８時半 

＜参加費用＞ １回１０００円/４回一括で３５００円 

＜場  所＞ TPCアルファチャペル 

  ※ 準備の都合上、事前のお申し込みをお願いします。 

  ※ お菓子とお茶の用意がございます。 

お茶を飲みながら、当時の教会や作曲家たちの話を聞いたり、 

また、その音楽を聴いたり、一緒に歌ってみませんか？ 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

今回は、丸い箱のフタの上に、ブリヨン 

フラワーとアーティフィシャルフラワーを

飾ります。 

箱の中にプレゼントを入れて差し上げた

り、自分のために大切なものを入れたりし

たら、いかがでしょうか。 

ご一緒に作ってみませんか？ 

 

＜持ち物＞ ワイヤーとリボンを切る 

ハサミ  ものさし 

＜定 員＞ ７名 

＜費 用＞ ２５００円 

（材料費、講習料、諸経費込） 
 

ブリヨンフラワーディプロマ 和氣幸子 

 

プレゼントボックス 

約１４×１１ｃｍ 

mailto:myrtus@mb.infoweb.ne

